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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

石
見
銀
山
街
道

第
59
回

自
然
の
恵
み
と
交
流
か
ら 

生
ま
れ
た
多
彩
な
遺
産
に 

出
合
え
る
ま
ち

　

世
界
遺
産
「
石い

わ
み
ぎ
ん
ざ
ん

見
銀
山
遺
跡
と

そ
の
文
化
的
景
観
」
で
知
ら
れ
る

大
田
市
は
、
島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
、
県
庁
所
在
地
で
あ

る
松
江
市
か
ら
西
へ
約
70
㎞
の
距

離
に
あ
り
、
面
積
４
３
５
・
34
㎢
、

人
口
約
３
万
２
０
０
０
人
の
地
方

都
市
で
あ
る
。
本
市
は
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
10
月
１
日
、
１
市

２
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。

　

本
市
の
北
側
は
日
本
海
に
接
し
、

日
本
海
に
注
ぐ
小
河
川
が
形
成
し
た

小
規
模
な
平
野
・
平
地
部
に
、
市
街

地
や
集
落
な
ど
が
集
中
す
る
。
市
の

南
東
側
に
は
標
高
１
１
２
６
ｍ
の
三

瓶
山
、
南
西
側
に
は
標
高
８
０
８
ｍ

の
大
江
高
山
が
あ
り
、
小
河
川
の
多

く
は
三
瓶
山
、
大
江
高
山
を
中
心
と

し
た
山
地
部
を
源
と
す
る
。

　

三
瓶
山
麓
で
は
縄
文
時
代
に
起
こ
っ

た
噴
火
の
火
砕
流
な
ど
に
よ
り
、
当

時
の
自
然
環
境
が
遺の
こ

さ
れ
、
現
在
国

内
最
大
規
模
の
埋
没
林
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
市
西
部
に
位

置
す
る
仁に

ま摩
町
や
温ゆ

の

つ
泉
津

町
は
、
水
系
を
中
心
と
し

た
生
活
の
痕
跡
が
古
く
か

ら
残
る
一
方
で
、
近
世
以

降
、
石
見
銀
山
の
開
発
に

伴
い
、
山
間
部
で
の
開
発

が
活
発
に
行
わ
れ
、
現
在

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
鉱
物
資

源
の
採
掘
が
各
所
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
火
山
活
動
の

恵
み
を
利
用
し
た
歴
史
が

息
づ
く
ま
ち
と
し
て
、
令

和
２（
２
０
２
０
）年
度
に

は
「
石
見
の
火
山
が
伝
え
る
悠
久
の
歴

史
」
が
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
。

火
山
か
ら
の
恵
み
が
息
づ
く
ま
ち
で

「
共き

ょ
う
そ
う創
」の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

大お
お
だ田

市
長（
島
根
県
）　
楫か

じ

の野
弘ひ

ろ
か
ず和

日本海を望む鞆ケ浦の港。鞆ケ浦は銀山発見直後から銀鉱石の搬出港として利用されて
いたと伝わる

銀山街道の起点、大森代官所跡。代官所周辺には、多くの役所関連遺構が
残る。かつては代官所から瀬戸内海まで3泊4日の行程で銀が輸送されていた
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歴
史
街
道
と
し
て
の 

石
見
銀
山
街
道
と 

世
界
遺
産
と
し
て
の 

石
見
銀
山
街
道

　

石
見
銀
山
街
道
と
は
本
来
、
日
本
海

沿
い
の
港
湾
集
落
―
温
泉
津
―
と
石
見

銀
山
を
結
ぶ
「
温
泉
津
ル
ー
ト
」
お
よ

び
、
瀬
戸
内
海
と
石
見
銀
山
を
結
ぶ

「
尾
道
ル
ー
ト
」
を
併
せ
た
、
延
長
約

１
３
０
㎞
の
交
通
路
を
指
す
。

　

江
戸
時
代
、
毎
年
旧
暦
の
11
月
に
尾

道
ま
で
運
ば
れ
た
石
見
の
銀
は
、
瀬
戸

内
海
の
海
運
に
よ
り
畿
内
へ
運
ば
れ
、

一
定
の
品
位
に
加
工
さ
れ
各
地
で
流
通

し
て
い
た
。

　

一
方
で
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
石
見

銀
山
街
道
は
、
戦
国
時
代
に
日
本
海
を

経
由
し
て
銀
鉱
石
を
搬
出
し
た
、
石
見

銀
山
か
ら
仁
摩
町
の
港
町
―
鞆と
も
が
う
ら

ケ
浦
―

に
抜
け
る「
鞆
ケ
浦
道
」と
、
石
見
銀
山

か
ら
、
戦
国
武
将
毛も
う
り利
元も

と
な
り就
が
整
備
を

行
っ
た
港
町
―
沖お
き
ど
ま
り泊―
お
よ
び
隣
接
す

る
温
泉
津
に
至
る「
温
泉
津
・
沖
泊
道
」

の
二
つ
の
街
道
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

大
田
市
内
に
お
い
て
、
現
在
こ
れ
ら

の
旧
街
道
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
わ
ず

か
に
往
時
の
面
影
を
残
す
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
近
年
で
は
自
然
を
体
験
で
き
る

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
石
見

銀
山
を
訪
れ
る
外
国
人
か
ら
注
目
を
浴

び
て
い
る
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を 

目
指
し
て

　

本
年
度
に
は
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
お

い
て
、
東
西
に
走
る
山
陰
自
動
車
道
が

開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
本
市

と
広
島
県
を
結
ぶ
国
道
３
７
５
号
も
バ

イ
パ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

交
通
網
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と

で
、
県
央
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
本

市
の
地
理
的
特
性
が
最
大
限
発
揮
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
落
ち
込
ん
だ
観
光
客
数
の
回
復
や
大

田
市
産
農
林
水
産
資
源
の
販
路
拡
大
、

各
種
災
害
・
救
急
対
応
の
迅
速
化
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
獲
得
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

銀
山
街
道
の
起
点
で
あ
る
大
森
地
区

に
お
い
て
は
、
本
年
度
に
地
区
内
八
つ

の
事
業
者
に
よ
る
「
石
見
銀
山
大
田
・

ひ
と
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合
」
が
創
立

さ
れ
た
。
こ
の
協
同
組
合
は
地
域
特
性

を
生
か
し
た
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
、
地
域
外
か
ら
の
若
者
の
取
り
込

み
、
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
資
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
９
（
２
０
２
７
）
年
は
石
見
銀
山

が
発
見
さ
れ
て
か
ら
５
０
０
年
の
節
目

と
な
る
。
銀
山
発
見
以
降
、
街
道
や
海

路
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
往
来
が

あ
り
、
そ
う
し
た
人
々
の
交
流
の
結
果
と

し
て
現
在
の
大
田
市
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

本
市
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
、
共
に
考

え
、
行
動
す
る
よ
う
な
「
共
創
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

石見銀山街道
　

江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
変
わ

る
中
で
、
石
見
銀
山
街
道「
温
泉
津
・

沖
泊
道
」
は
新
た
に
国
道
９
号
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
た

だ
し
、
そ
の
期
間
は
短
命
で
あ
り
、

明
治
９（
１
８
７
６
）年
の
国
道
制
定

後
、
明
治
19（
１
８
８
６
）年
に
は
改

修
計
画
が
放
棄
さ
れ
、「
温
泉
津
・

沖
泊
道
」
を
大
き
く
迂う

か
い回

す
る
形
で

新
た
な
国
道
９
号
が
制
定
さ
れ
た
。

　

改
修
計
画
が
放
棄
さ
れ
た
理
由
の

一
つ
は
、
施
工
に
当
た
り
莫ば

く
だ
い大

な
工

事
費
が
か
か
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
新
時
代
を
迎
え
た
住
民
の
期
待

を
考
え
る
と
悄し

ょ
う
ぜ
ん然の
感
が
あ
る
。
一

方
で
、
計
画
が
放
棄
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
街
道
沿
い
に
自
然
や
歴
史
的

環
境
が
多
く
残
さ
れ
、
世
界
遺
産
登

録
の
一
助
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ

く
も
な
い
。
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世界遺産としての石見銀山街道

近世石見銀山街道（尾道ルート）

近世石見銀山街道（笠岡ルート）

銀の海上輸送ルート（近世）

近世山陰道（島根県内）

銀
山
街
道
と

大
田
市
の
近
代
化


